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(傭専)1.輪文内容要旨臥研究の月的・方法・鳶果・考察・韓論の順に配載し、 2千字

種までタイプ等で印字するこも
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(親船

-ジ奮含めた心肺蘇生蛾が施されていた。.本コントラクシヨンJ tンFは皇室外側にぴまん牡に散

することが多かった。 Sl肝1の飴色は盛儀によって葛臥lものもあっ紙別肝l譲位のものは常

貴心巌に埠ペ境界明瞭f=欠損す馳め.背景心缶と麓が乏しい葛醸せ銅も緋牡と判断した.

CCC9-/SIRT I- :低温暴露癌僻において辞められた.灘死軸は垂で尋期の症例であったe l症例

のみ執死棚を鎗めた。本コントラウシヨンバンドは申隅に多く存在した。

CCC9+/SIBTl+ :高温暴露虚飾=おいて隈められた。高温はタンJ lク変性を乗たすため、免疫租

織他学による評価株不惑幾であると考えている。串コントラウシヨンバンドにおけるCOC9の騰性所

見はcc蜘侶王肝1のコントラウシヨンJtン円こ比べ.淡く不明瞭であった。

imm

コントラクシヨンバン円こlh contrac血n band necro由とartifaetual contraction bandsが

するという臓が窮辞儀城からなされている。しかし.畠匪拳領域で睦コントラクシヨン11ンFの分

類や区部の試みはな轟れていない。 contraction band necro由昧急恥紬の急性期に出現

することが細掬されてお臥辞を用いた兄動脈の再還流策験においでも掬抽されている.同実験F

建匪畢慨鴫において帯遼BkJこよってコントラクシヨンバンドが生じるとする最も有名な抜拠となって

いる。同島験では回戦脈を20乱30分、 60分、 120分問に分けて速断Lその後8時PT再議漉き

せている。その軌20分及び30分幾の柵ではcontrac鮎n h紬d necro由が出現し、 6

分及び120分鼓の棚では壊死部分が大き(印加ction band ne脚由は少なかったとある。

CCC9は鋭敏なID宙虚血マーカーとして知られておy. HE飴色での病理所見が出現する以廿の

心筋梗塞も染色することができるとする報告もある。 SIBTlはHypo血inducible hctor I ffを引

き会に催酸素、虚血によって緩徐に発現すると言われていも文献と我々の緒零からCCC9と

SIRTlは基本的に鵬耕地的な鞘柵こあると推測している。これらの特赦を利用し.新たなコン

トラクシヨンバン細分無を捷嘱する。

まず、免疫舶糾B学fこよる評価が不適当である高温暴露の症例かどうかを評価し.分類する。その

～ CcG9で虫さし陽性であれば心筋虚血I=よって生じたコントラウシコンパンFとして分類。

band necrosisはこのタイプに分類される。酔棚は貫に8即1で染色し、脚堺

I=陰性であれ(瑞冷轟霧によって生じたコントラクシヨンバンドとして分類。それ以外を、心肺蘇生

如tf=よ・3て出現したコントラクションバンドとすも本分軌ま病毒軸職で細柵されている分類と

umt&i*

【篇齢】

今回の分軌ま限られた癌鯛の中の換鑑によるものであり、草々は全ての積載のコントラタシヨンバ

ンドを評価したPでfi軌、。しかし、今後新たな状況下でコン岬クシヨンバンドの出現が判明した

場合J=は本分輔から細分他することができると考えている。本分韓は病理学領繊において.

contraction band necrc唾iBの同定のためにCCC9が有用であると示すこthtできた。粗放医

領域においては、死職期の推定及び死因の同定に寄与する可能性を持つ。卓抜、コントラウシ3ン

バンドを発生させる馳教のメカニズムについて,魯方両から棚封が藤蔓である。
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学位輸文審査の結果の要旨
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論文審査委員

森田　沙斗武

(学位論文審査の結果の要旨)　(明朝体1 1ポイント、 6 0 0 こと。 )

心筋虚血は法医学領域でも臨床医学額域でも重要である。本研究では死後に心筋に現れるコン
トラクションバンドについて、さまざまな剖検例をもとに免疫組織化学的研究をおこなった。

Complement Component C9(CCC9)とSIRTlによる検索の結果、以下の点を明らかにした。

1)コントラクションバンドは、熱・寒冷・機械的刺激など、様々な外的要因でも生じ得る。

2)心筋虚血によって生じるコントラクションバンドはCCC9によって染色される。

3)心蹄マッサージを含む心肺蘇生処置によって生じるコントラクションバンドは
SIRTlによって染色される。

4)寒冷によって生じるコントラクションバンドはCCC9及びSIRTlで染色されない。

5) CCC9で染色されたコントラクションバンドは病理学的で言う所の収縮帯壊死

(contraction band necros邸こ相当し、それ以外のコントラクションバンドは
アーティファクトと考えられる。

6)心筋虚血後再還流で生じると考えられていたコントラクションバンドは心筋虚血の

早期病理所見であった可能性が高い。

本論文は、心筋の病理組織学的検討を行って法医学分野に新しい知見をもたらしたものであり、

最終試験として論文内容に関連した試問を受け合格したので、博士(医学)の学位論文に値す
るものと認められた。

(総字数　566　字)

(平成26年9月5日)


